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研究成果の概要（和文）： 

・5 年分の過去問題分析の結果、看護師国家試験問題の専門用語は一般日本人でも読めない
漢字が多く使用されている、文は主語が省略されていることが多く、平易ではないことが判明
した。 

・外国人看護師候補者の試験の成績が上がらないのは、日本語の問題だけではなく、日本の
看護に必要とされる高度な専門知識が十分でないことも大きな原因とみられる。 

・問題によってはルビ付きで問題が提示されれば解答しやすくなるかもしれない。 
 
本研究の成果は看護師国家試験問題の日本語の改良に生かされたと考えられる。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 ・The analysis of the past five years’ tests reveals that many technical terms are 
written with extraordinary difficult kanji, and that many sentences are written without 
subjects and difficult to understand.  
 ・Foreign nurse candidates’ poor results of the examination seem to be caused not only 
by language problems but also by their poor technical knowledge. 
 ・Hiragana text above kanji will be of help to some questions.  
 
The findings of this research seem to have been employed for the improvement of the 
national nurse’s examination. 
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2008、2009 年の 2 年間で 1,000 人の看護師・
介護福祉士を受け入れることになった。2008
年にはインドネシア人看護師・介護福祉士約
200 名が来日した。しかし、日本政府側は看
護師は 3年以内に日本の看護師国家試験に合
格できない場合は日本での就労は認めない
としていた。日本の看護国家試験問題の日本
語は日本人でも読めない漢字の専門用語、言
い回しや、理解できない文章が多く、外国人
にとって 3年で試験に合格することはきわめ
て難しい。 
 
２．研究の目的 

少子高齢化社会の日本において外国人の
労働力は絶対必要なものであり、国際化する
ためにも、国家試験問題の日本語は見直す必
要がある。国家試験は専門知識を測るもので
あり、平易な日本語が使用されるべきである。
本研究は、試験問題の日本語に改良が見られ
ることを目的とする。改良が見られれば、外
国人看護師の合格率も上昇するであろう。 
 
３．研究の方法 
(1)看護師国家試験問題の言語分析：看護師
試験問題の日本語のレベルは妥当か？ 
・日本看護師国家試験問題の分析：語彙・談
話 
・米国の NCLEX-RN と日本の看護師国家試験
問題の言語の比較：語彙・談話 
 
(2)試験の提示条件の影響分析：試験の提示
条件がどのように試験結果に影響するか？ 

 
多肢選択の過去問試験を４つの条件でイ

ンドネシア人看護師(30 名)、日本人看護師
(10 名)、日本人大学生(10 名)に実施した。 
 

 テストテストテストテスト提示条件提示条件提示条件提示条件 

 日本語 日本語
時間
1.5 倍 

日本語ル
ビ付き 

インド
ネシア
語 

インドネシ
ア人看護師 

－ ○ ○ ○ 

日本人看護
師 

○ － － － 

日本人学生 ○ － － － 

 
(3)学習者の解答ストラテジー分析：読解回
答において看護知識と言語はどのように影
響し合うのだろうか？ think-aloud で測定。 
 
４. 研究の成果 

試験の提示条件の影響を検証する実験にお
いて、提示条件におけるテスト全体得点の平
均と標準偏差は以下の通りであった。 
 
 

テストテストテストテスト提示条件提示条件提示条件提示条件（（（（16161616 点満点点満点点満点点満点）））） グループグループグループグループ 

L2 時間
延長 

L2 ルビ
付き 

L1 

L2看護師 8.36 
(3.21) 

8.32 
(3.26) 

8.43 
(3.21) 

L1看護師 - - 11.83 
(1.41) 

L1 学生 - - 6.00 
(1.10) 

 
(1) テスト提示条件による有意差は見られ  
なかった。 
(2) テスト提示条件間で信頼できる中程度
の相関関係があった。母語での得点の高い人
は日本語でも得点が高い傾向がある。 
(3) 専門知識、日本語力において個人差があ
り、言語知識と専門知識が複雑に関係してい
ることを示唆している。 
(4) L2 看護師は母語でも L1 看護師と比べて
有意に得点が低かったので、日本における看
護知識が不十分と言える。 
(5) 状況設定問題では L2看護師は L1 学生と
同程度の成績であった。実践の場に必要な専
門知識を十分にもっていないと言える。 
(6) ルビ条件での状況設定問題では L2 看護
師は L1 看護師と比べて有意差がなかった。
ルビがあれば、解答しやすくなると言える。 
 

試験問題の日本語が問題であることは漢
字や熟語の分析結果からわかったが、外日本
に通用する看護知識の不足も問題であるこ
とが検証され、このことは現場の看護部長へ
のインタビュー結果とも一致した。  2010
年 5月にこの研究結果を厚生労働省に報告し
た。3 か月後に試験問題の日本語の見直しが
図られ、2011 年度の問題は、一部の英語表記、
ルビ、文の平易化など改良が見られた。また、
3 年という滞日期間も延長された。しかし、
2011 年も依然として外国人看護師候補者の
合格率が低いため、更に日本語の問題点を厚
生労働省に進言した。EPA による受け入れ後
の外国人看護師の国家試験合格率は 2009 年
0%、2010 年 1.2%、2011 年 4％、2012 年 11.3％
と増加してきた。日本語の提示方法に改良が
見られたが、医療用語、看護用語の英文表記
の併用などが今後の課題であり、この問題の
解決は言語学者の領域より、医療関係者の領



域であろう。 
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